
 

 

 

 

 

 平成 23 年 9 月 28 日～30 日、奈良教区浄土宗

青年会の有志 14 名により東日本大震災の復興

支援活動を実施しましたので、報告致します。

まず概要を箇条書きで記します。 

 

 

■9 月 28 日 

11 時 仙台空港着 

15～17 時 塩釜市の仮設住宅を慰問 

・かき氷を入居者に無料奉仕 

・集会場で川野上人による二胡演奏会 

18 時 仙台市の照徳寺を参拝 

 

■9 月 29 日 

10～16 時 石巻市の西光寺にて 

・墓地のガレキを回収・分別 

・参道の整備・掃除 

 ・台風被害のプレハブを整備 

 

■9 月 30 日 

9～12 時 石巻市の西光寺にて 

・大量の書類・書籍を移動・整理 

・本堂正面の水洗い清掃 

19 時 伊丹空港着 

 

＜参加者 14 名＞ 

西福寺 吉水信弘、浄福寺 寺田則行 

浄国院 松谷悦成、報土寺 西元良仁 

浄慶寺 三縁成亨、淨慶寺 織田鉄也 

吉田寺 山中浩悦、善福寺 桂 浄薫 

明専寺 鎌房広明、善福寺 川野真広 

念佛寺 阪本大樹、念佛寺 佛姓泰淳 

永福寺 坊城慶史、正楽寺 新改倫章 

 

 

 以下、詳細を記述します。 

 

 

 

 

 

 

◆9 月 28 日 

早朝に香芝に有志 14 名が集合し、伊丹空港

へ向かいました。前回は自家用車による夜通し

の運転で被災地入りしましたが、今回は空路で

仙台入りとなりました。教区の諸先輩からの応

援金、浄土宗等からの助成金、毎月の街頭托鉢

からの義援金などのお陰で充分な予算を組む

ことが出来た結果です。改めて謝意を表したい

と思います。 

仙台空港からは電車が復旧していないので

（10 月 1 日再開）、仙台駅直通バスに乗車しま

した。仙台駅でレンタカーを借り、まず塩釜市

の雲上寺の東海林上人と合流しました。東北ブ

ロック浄青理事長の東海林上人の仲介により、

毎週水曜日に仮設住宅を慰問している臨済宗

青年会の活動に同行させて頂きました。塩釜市

の仮設住宅の一つで 153 戸あり、戸別に注文を

聞いてかき氷をふるまいました。また集会場で

参加者の川野上人による二胡の演奏会を行い

ました。20 数名が集まり、二胡の優しい音色が

響き渡りました。東海林上人や臨済宗青年会の

方も大変喜んでくださり、「被災者支援はある

程度出来ている。これからは被災者交流が大切

になる。そういう意味で演奏会は大成功」との

お言葉を頂きました。 
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仮設住宅を後にし、仙台市の照徳寺を訪ねま

した。海岸に近く壊滅的な損壊状況でした。時

間も遅く、おつとめだけ勤めて失礼しました。 

 

◆9 月 29 日 

 前回もガレキ撤去作業をした石巻市の西光

寺へ。道中の石巻市街地や内陸部は震災前の賑

わいを取り戻しています。しかし海岸沿いに入

ると一気に景色が変わりました。建造物がほと

んど流されて、辺り一面が焼け野原のようでし

た。未だ手付かずのガレキも残り、住人が戻っ

ている様子など望むべくもありませんでした。 

 西光寺も甚大な被害があり、特に墓地は壊滅

的に崩れていました。本堂と庫裡はかろうじて

形を残していますが、床上 1m 近く浸水した跡

が生々しくありました。大きなガレキは撤去さ

れていますが、倒れた墓石の間にまだまだ小さ

なゴミが残っていました。そのゴミを回収し、

燃えるゴミ・燃えないゴミに分別しました。昼

食を挟んで約 4時間の作業で、人手で処理出来

るゴミは概ね回収し尽くしました。今後は業者

によるガレキ撤去処理、ならびに石材店による

墓石の整備が主になると思われます。 

 
 ただし絶望的な状況にも関わらず、盆か彼岸

の墓参りの跡も多々あり、お念仏の信仰が途絶

えていないことに感慨深い思いがしました。ま

た、西光寺住職の「今でも震災関連の葬儀が続

く。きちんと葬式を出してやりたいという思い

の遺族も多い。今まさに僧侶が求められている

時、倶会一処を本気で分かち合える時なんだ」

という言葉には心を打たれました。 

 

◆9 月 30 日 

午前中は同じく西光寺へ。プレハブ小屋の大

量の書類・書籍を、バケツリレーで庫裡の物置

部屋へ運び入れました。本棚を組み直して書籍

を整理整頓しました。次に小雨が降る中、本堂

正面の階段を水洗いして、ブラシで泥を擦り落

としました。強く擦ると土色が少し取れて、木

材本来の色がかなり見えるようになりました。

11 月にダライ・ラマ師が西光寺を訪問される予

定ですので、それに向けて尚一層の復興が期待

されます。 

 
午後仙台に戻り、空路で帰阪しました。帰宅

したのは 21 時を過ぎましたが、全員が無事に

旅を終えることが出来ました。 

震災から半年が過ぎ、求められる支援の内容

も変わってきています。その答えは仮設住宅で

聞いた被災者の生の声や、西光寺住職のお話の

中、あるいは被災地を目の当たりにした私たち

の中にあるに違いありません。それを考えつつ、

今後も復興支援活動を続けていきたいと思い

ます。合掌 

 


